
協会けんぽ兵庫支部の取り組みについて
・「わが社の健康宣言」事業

・傷病手当金から見るメンタルヘルス対策の重要性
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国民健康保険（令和2年度末）
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701事業所（R3年度）221事業所（R3年度）

協会から独立

○ 保険者の位置づけ ○ 協会の事業所規模別構成（令和４年度末）

● 256万事業所、3,944万人（国民の3.2人に１人）が加入する日本最大の保険者。

● 中小・小規模企業が多く、事業所全体の約８割が従業員９人以下。

→ 協会けんぽは、会社員等の医療保険の最後の受け皿となっている。

協会けんぽの規模

現
役
世
代
が
医
療
費
を
負
担

約256万
事業所

事業所全体の約8割
が従業員9人以下

従業員 2人以下
54.6％

従業員 3・4人
15.2％

従業員 10～29人
11.5％

従業員 30～99人
4.1％

従業員
100～999人

1.3％

従業員
1000人以上

0.05％

従業員 5～9人
14.9％
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「わが社の健康宣言」について

健康経営®に取り組む事業主・事業所を協会けんぽ兵庫支部がサポートし、一緒に
健康づくりを進めます。

「健康経営」とは「企業が従業員の健康に配慮することによって、経営面におい

ても、大きな成果が期待できる」との基盤に立って、健康を経営的視点から考

え、戦略的に実践することです。

労働人口の減少 生活習慣病の増加
メンタルヘルス不調者

の増加

人材の確保 労災リスクの軽減 生産性の向上

健康経営が求められる理由と期待される効果

最も重要な

決め手になる

8.4

重要な決め手の

一つになる

52.0

あまり決め手に

ならない

30.9

全く決め手に

ならない

8.7

Ｑ 健康経営が就職先の決め手になるか

〇2023年度 日経リサーチ調査結果 「就活生・転職者に関する調査」

就活の決め手に！
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健康経営優良法人
2023

健康経営銘柄
2023

（参考）
全国平均
2021年

〇経済産業省委託調査「健康経営銘柄、健康経営優良法人における離職率」

離職率の低下に！

離職率が低い傾向

（％）

★最新データ★
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生きがい

ウエルビーイング

働きがい

ワーク・エンゲージメント

働きやすさ

コンフォート＆コミュニケーション

心と身体の健康づくり

ヘルスリテラシー

労働安全衛生（健康管理）

労働法令の遵守

経営者の倫理観に基づく経営戦略

社会の発展

企業の成長

出典：NPO法人健康経営研究会
健康経営イラスト解説より

【1】土台となる健康づくりから始めましょう！健康経営の全体図

土台となる健康づくり

まずはできることから始めましょう！
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【2】健診を受けて、健診結果を活用しましょう！

Step１
健康診断

協会けんぽの生活習慣病予防健診を利用しましょう！（35歳以上）

①内容面：一般健診にがん検診（胃・大腸・肺）がプラスされたセット健診です。
②費用面：１８，８６５円の健診が５，２８２円で受診できます。
③法律面：労働安全衛生法に定められた定期健康診断の項目を満たしています。

Step２
健診後のフォロー

其の１

Step３
健診後のフォロー

其の２

協会けんぽの特定保健指導を利用しましょう！

生活習慣病のリスクのある方が対象です。保健師・管理栄養士が無料で
生活習慣の改善をサポートします。実施方法は「健診当日」「ICT（WEB面談）」「訪問」「支部窓口」等いろいろ選べます。

健診結果が要治療・要精密検査の場合は医療機関への受診を勧奨しましょう！

個人任せにせず、安全配慮義務の観点からも、従業員の方への声掛けをし、生活習慣病などの重症化を防ぎましょう。

協会けんぽの生活習慣病予防健診を利用しない場合は、健診結果データの提供をお願いします。そうすることで、特定保健指導の利用も可能となり、
健診後のフォローもできます。
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⑧ワークライフバランスに対する取り組み

⑦身体活動・運動に対する取り組み

⑥たばこに対する取り組み

⑤こころの健康づくり・休養に対する取り組み

④食生活・栄養に対する取り組み

③生活習慣病予防に対する取り組み

②特定保健指導実施機会の提供に対する取り組み

①健診受診率100％に対する取り組み

【参考】宣言事業所における取り組み項目別の状況
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付加健診の対象年齢が拡大！

40・50歳 → 40・45・50・55・60・65・70歳

付加健診は、肝臓、胆のう、腎臓といった腹部の臓

器の様子を調べるための腹部超音波検査や、高血

圧・動脈硬化などを見つける手がかりとなる眼底検

査といったより詳細な健診です。

令和６年４月スタート！
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小規模のほうが実施率が低い

【参考】事業所規模別の健診実施率（令和４年度）
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【3】事業所健康診断カルテを利用し健康づくりを進めましょう！

宣言事業所への特典として事業所健康診断カルテをご提供します。
健診結果を「見える化」することで、健康課題の把握に役立ちます。

▶ 医療費、腹囲や血圧などの生活習慣病のリスクや生活習慣の問診項目をグラフ化しています。
▶ ３年間の経年比較ができます。
▶ 自社のデータを兵庫支部や同業態の平均と比較できます。 6



【4】メンタルヘルス対策に取り組みましょう！
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協会けんぽ傷病手当金「精神及び行動の障害」金額／構成割合の推移（各10月）

金額 総件数に占める割合

メンタルヘルスセミナーを開催。期間中は「いつでも」「どこで」「誰でも」受講できるよう動画配信を行った。
受講期間：８/１～９/３０
受講内容：①ベーシック「働く人の心の健康づくり 中小企業での対応」（約６０分） 視聴回数：1,661回

②アドバンス「企業の心の健康づくり対策 事業者・部下を持つ管理職のために」（約６０分） 視聴回数：977回

（億円）
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【4-1】傷病手当金件数（傷病別 令和4年度）
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【データ引用】協会けんぽ統計情報 現金給付受給者状況調査より

令和元年度は総数114,520件
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に該当する
特殊目的用コードは0件、感染症及び寄生虫症は1,413件

（件）



【4-2】傷病手当金（支給件数割合 令和4年度）
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48.62％

18.11％

7.1％

6.89％

特殊目的用コード 精神及び行動の障害 感染症及び寄生虫症

新生物 筋骨格系及ぴ結合組織の疾患 循環器系の疾患

損傷、中毒及びその他の外因の影響 妊娠、分娩及び産じょく 神経系の疾患

消化器系の疾患 呼吸器系の疾患 腎尿路生殖器系の疾患

内分泌、栄養及び代謝疾患 症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に 眼及び付属器の疾患

皮膚及び皮下組織の疾患 耳及び乳様突起の疾患 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害

先天奇形、変形及び染色体異常 周産期に発生した病態

【データ引用】協会けんぽ統計情報 現金給付受給者状況調査より

約55％が新型コロナウイルス感染症（COVID-19）



【4-3】傷病手当金（傷病別資格喪失者及び現存者の状況 令和4年度）
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【データ引用】協会けんぽ統計情報 現金給付受給者状況調査より

（件） ①資格を喪失した日の前日（退職日等）までに、１年以上の継続した健康保険の被保険者期間があること。
②資格を喪失した日の前々日（退職日の前日）までに３日以上休業し、資格を喪失した日の前日も休業していること。
③失業給付を受けていないこと。
④同一の傷病により、資格喪失後も引き続き療養のために労務不能であること。
⑤労務不能期間が継続していること。

①～⑤の要件をすべて満たす場合、退職後も引き続き傷病手当金の支給を受けることができます。



【4-4】傷病手当金（「精神および行動の障害」における資格喪失者および現存者の割合 令和4年度）
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２０，９６６件

３７％

３５，３７５件

６３％

資格喪失者 現存者

４割弱が資格を喪失している

【データ引用】協会けんぽ統計情報 現金給付受給者状況調査より



【4-5】傷病手当金（年代別支給件数の割合 令和4年度）
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15-19歳

20-24歳

25-29歳

30-34歳

35-39歳

40-44歳

45-49歳

50-54歳

55-59歳

60-64歳

65歳以上

特殊目的用コード 精神及び行動の障害 感染症及び寄生虫症 新生物 筋骨格系及び結合組織の疾患 循環器系の疾患 その他

どの年代も新型コロナウイルス感染症（COVID-19）占める割合が大きい

【データ引用】協会けんぽ統計情報 現金給付受給者状況調査より



【4-6】傷病手当金（年代別支給件数の割合（新型コロナウイルス感染症を除く ）令和4年度）
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58.1%

70.8%

67.1%

61.7%

59.2%

53.2%

43.3%

35.2%

25.3%

13.4%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15-19歳

20-24歳

25-29歳

30-34歳

35-39歳

40-44歳

45-49歳

50-54歳

55-59歳

60-64歳

65歳以上

精神及び行動の障害 新生物 筋骨格系及び結合組織の疾患 循環器系の疾患 その他

【データ引用】協会けんぽ統計情報 現金給付受給者状況調査より

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）を除いた場合は
「精神および行動の障害」の占める割合が高い
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【4-7】傷病手当金（主な傷病別における事業所規模別の状況 令和5年度）

※令和５年４月から９月までの兵庫支部における６か月間の傷病手当金の支給データから抽出。保険証記号及び番号による重複は削除。

事業所の規模で差はあるが、「精神および行動の障害」が全体の件数に占める割合はどの規模でも高い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2人以下

3・4人

5～9人

10～19人

20～29人

30～49人

50～99人

100～299人

300～499人

500人以上

総計

精神および行動の障害 新生物（腫瘍）※良性除く 循環器系の疾患 筋骨格系及び結合組織の疾患 消化器系の疾患 特殊目的用コード

42％

41％

46％

29％



【5】健康経営優良法人認定を目指しましょう！

経済産業省は各顕彰制度（健康経営銘柄、健康経営優良法人）の創設を通じて、健康経営に取り組む

法人を見える化し、従業員や求職者、関係企業や金融機関などから「従業員の健康管理を戦略的に取り組

んでいる企業」として社会的に評価を受けることができる環境を整備。

※その他に、兵庫県では健康づくりチャレンジ企業アワード表彰があります！
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【参考】都道府県別 健康経営優良法人認定数（令和４年度）
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【6】さあ始めましょう！

さあ、貴社も兵庫支部と一緒に健康経営を始めてみませんか。

以下の簡単３ステップで第一歩を踏み出せます！

「わが社の健康宣言」事業所数は「１，５２９社」（12月末時点）です。

Step
１

Step
２

Step
３

エントリーシートを
郵送又はＦＡＸ

健康診断カルテを参考に
取り組み目標を決定し、
宣言書を提出

兵庫支部から登録認定書を
発行されたら、社内に掲示し、
取り組みをスタート

「エントリー」 「課題の把握・目標の決定」 「実践」
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